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jレで市民ブぐ子どもたち党気にはしゃ

七
月
も
上
旬
を
す
ぎ
る
と
、
う
っ
と
う
し

い
梅
雨
が
あ
け
、
い
よ
い
よ
本
格
的
失
愛
を

w
鍛
え
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、
待
ち
遠
し
か

っ
た
水
の
シ
!
ズ
ン
の
到
来
。

市
川
M

、
湖
北
品
問
中
と
二
小
に
学
校
プ

i
ル

を
、
ま
た
市
民
プ

i
H
N
脇
に
宿
泊
灘
ヅ
1

ル
を

急
ピ
ッ
チ
で
時
暗
殺
や
で
す
。

近
年
、
子
ど
も
の
体
佼
は
濫
鳴
し
く
向
上
し

て
い
ま
す
が
、
遂
に
体
カ
は
劣
っ
て
い
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
令
。

持
久
カ
や
筋
力
と
い
っ
た
水
泳
に
必
要
な

カ
を
身
に
つ
け
、
暑
さ
に
も
災
け
な
い
沿
然

な
子
ど
も
に
な
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

夏
休
み
も
近
づ
き
、
子
ど
も
た
ち
は
外
で

跡
地
ぷ
機
会
が
多
く
な
ワ
ま
す
。
川
や
沼
で
勢

い
A

殺
を
炎
、
つ
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
胡
桃
子
と

も
ど
も
注
窓
し
て
く
だ
き
い
。

市
川
伸
、
こ
れ
必
ら
も
施
設
の
充
実
を
は
か

り
、
安
全
対
策
お
よ
び
体
力
増
強
に
と
ワ
く

ん
や
、
い
き
ま
す
。

(
閣
議
訟
事
一
一
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男 31，9ぬ人{善寺丹治282人増}

11: 31，91総人{ ρ 241M護}

針 63，8掛人 ( " 523人埼j

tま帯数 11，66告没者青い179絞華清}

5月の人口重力態

男女計

出生 62人 前人 128人

転入 441人 416人 863人

死亡 13人 湾人 31人
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r; 
地
内
胡
蝿
的
水
的
、
v
i
ズ
ン
ー
を
迎

え
、
子
ど
も
た
ち
に
本
的
広
場

を
プ
レ
ぜ
ン
ト
す
る
た
め
に
、

各
ず

i
ん
の
建
設
を
急
い
で
い

ま
す
。嫡州
総
会
中
と
一
一
小
舟
プ

i
ん

は
、
む
悶
月
十
目
的
完
成
を
呂
ざ

し
て
お
号
、
争
終
抑
間
四
日
ム
機
内
向

児
童
プ

1
1
f
も
泌
総
ず

i
ん
と

と
も
に
、
七
得
月
一
語
に
一
一
方

i
ヅ

ン
し
ま
す
@

党
議
f
i
ル
は
、
既
設
の
市

災
プ

i
ん
で
す
ど
、
小
さ
な
子

ど
も
た
ち
に
は
水
深
的
関
係
上
、

窓
仲
間
な
た
め
総
数
上
た
も
丹
、
ぞ

議事毎月 1EI・1毒器発行

す
'a各
プ

1
1即
時
水
は
、
捕
糊
酬
碍
ろ

唱
湖
結
宮
窪
を
つ
け
て
み
り
ま
す
の

守
、
い
つ
も
き
れ
い
な
状
慾
で

泳
げ
ま
す
。

ま
た
、
水
泳
を
教
え
る
先
ゑ

も
悶
州
政
、
生
協
慌
の
求
に
対
す
る

安
全
や
翁
畿
に
万
全
を
糊
刑
し
て

お
り
ま
す
勿

湖
北
会
中
プ
ー
ル

A

曹
相
雄
総
…
ド
札
米
X
，
一
五
米

-vu

コ
i
ス

深
荘
|
|
ス
タ

i
F
怒
今

一
刻
。
々
ン
チ
メ
ー
ト
ル

一
小
プ
ー
ル

滋

鯖;5
布一 11
生直1I iレ
話集
土'器

地地
区処

襲分
理
地

2 
布
佐
田
帆
州
制
土
抽
嶋
U
れ
脳
間
前
知
総
抑
制

A

官
は
も
総
務
相
自
十
七
年
一
ニ
バ
綿
特

別
吋
以
来
工
事
を
着
工
し
、
昭
和
抑

制
問
十
九
年
一
二
月
完
成
予
定
に
ヱ

官
学
を
滋
め
て
お
り
ま
す
が
、
ご

め
た
び
翁
隠
滅
的
統
制
噛
線
交
の
じ

狂
磁
を
七
月
十
六
詩
午
後
一
時

か
ら
我
孫
子
市
右
か
眠
中
市
立
内
年

帥
闘
に
鈴
て
第
一
一
滋
土
偽
公
光
処

分
を
行
者
い
ま
す
e

ニ
れ
同
体
、
総
合
が
檎
行
し
て

お
号
ま
す
布
段
以
前
土
地
区
一
齢

制
宜
滋
事
裁
の
滋
殺
炎
品
認
に
当
て

る
も
円
で
す
。

本
地
区
は
、
成
組
制
緩
和
暗
後
駅

的
問
に
佼
設
し
可
闘
判
心
仕
滋
帥
時
、
公

開
問
苓
が
終
備
き
れ
つ
つ
み
り
‘

浴
同
時
的
会
副
舗
装
と
、
中
市
の
し
じ

水
明
胤
を
将
人
し
そ
の
拓
制
送
成
地

め
ん
み
仙
刊
を
の
ぞ
か
せ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
議

保
向
閣
総
処
分
に
よ
る
配
地
分

織
の
方
法
uu
‘
次
的
と
お
り
で

で
す
。

V
A
宵
摘
開
の
方
法

処
分
以
、

e

定
的
区
同
域
内
的

太
地
に
つ
い
て
ゐ
総
帥
蹴
争
入
札

の
方
法
に
よ
り
お
ニ
な
い
ま
す
o

v
入
札
参
叙
繁
終

W
H
量
殺
湾
総
…
氏
側
に
つ
い

ゴ
ー
ル
線
分
・

ン
チ
メ

1
ト
h

A
V
建
設
費

約
一
五

0
0
万間内

ニ
小
ブ

i
舟

A
V
制刷機
一
…
ゅ
で
ご
米
×
-
一
五
米

七
コ

i
ス

漆
き
'
ー
ー
ス
タ
ー
ト
然
分
・

一
二

0
セ
ン
チ
メ

i
F
ル

ゴ

i
ル
部
分
e

九
0
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
押

惨
殺
絞
殺

約
一
一
丸

0
0
一万
mm

担
指
定
プ
ー
ル

児
童
7
i
凡

で
4

4

ナド
H
m門
再
入
札
N

印
税
金
奇

人
礼
治
註
ご
参
持
く
だ
さ
札
ば

ど
な
た
で
も
入
札
に
参
加
胤
で
き

ま
す
よ
必
札
で
き
古
か
っ
た
と

き
は
、
人
札
係
絞
殺
を
お
返
し

し
ま
す
。
)

V
契
約
の
錦
織

時
同
札
さ
れ
た
方
は
‘
土
地
代

W
門
制
税
約
を
け
品
目
以
内
に
締
絡
し

務
札
制
閥
均
閉
め
R

A

畑
出
を
契
約
四
開
託

金
と
し
て
総
人
し
て
い
た
だ
き

ま
す
2

wv
売
買
代
金
の
納
入

売
皆
同
代
金
は
、
ゑ
議
官
旬
開
円
相
判

約
級
料
開
的
行
か
ら
一
二
十
口
M

以
内

に
食
料
開
仙
納
入
し
て
い
た
だ
き
ま

す。V
入
札
参
伽
刷
機
し
み
み
隠

入
札
機
詩
的
前
日
門
目
減
昨
日
立

び
土
曜
B
の
午
後
は
脇
陣
〈
〉
ま
で

ζ〉
セ

A
V
愛
媛
半
径
二

-
T
R
メ
ー
ド
ト
ん
と
半

後
一
一
一
メ
ー
ト
ル
円
二
四
閥
的
内

務
プ
ー
ル
を
位
相
続
き
せ
た
ひ

ょ
う
た
ん
彩
ブ

i
ん

係
書
|
|
経
神
賄
側
悌
・
四
五
セ

ン
チ
メ

i
ト
ん

そ
の
総
‘
一
一
一

0
セ
ン
チ
メ

i
ト
レ

品
V

線路酷楠拭
…
。
万
円

中
小
企
業
資
金
貸

付
を
行
な
っ
て
い

ま
す

哨時
H
M

、
A
V
e
小
企
業
者
を
対
抗
訴

に
下
級
の
と
た
り
季
節
資
金
の

貸
付
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
加
帥
謝
一
刷
用
〈
ど
さ
い
。

‘
取
扱
食
制
問
機
関

r議
銀
行
子
務
総
松
治
組
問
行

r禁
制
相
互
銀
行
判
明
一
一
戸
川
陥
川
川

設
相
相
次
間
間
信
用
金
旅

四V
曲平日時叫ザ組関

①
付
加
同
剤
師
開
制
鉱
山
閥
会
保
託
付
品
開
資

内
務
会

取
扱
金
融
機
関
併
殺
の
申
込

脊
に
よ
り
商
工
会
を
脱
税
品
開
す

る
か
、
ま
た
は
沢
後
食
品
融
機

関
に
山
中
川
浩
む
も
の
と
す
る
a

@φ
以
外
的
得
点
円

肋
帆
協
料
金
助
問
機
糊
間
断
定
の
中
込

書
い
い
よ
リ
鵡
X
A殺
を
絞
泌
す

る
か
ま
た
は
、
議
機
船
引
拙
概
念

礼
金
一
月

統
…
一
万

人
保
一
路

ただ今訓練中

ポンプ操法研究会

総
帥
抑
制
慨
に
申
込
む
も
の
と
す

ヲ@。

V
申
込
受
付
制
期
間

昭
和
問
十
八
年
以
月

i
R
か

ら
じ
月
末
日
ま
℃

v
…
然
資
限
度
額

…
4
就
業
者
二

0
0
万
問
、

総
合
以
O
O
U
M
m円
以
内
(
た

だ
し
総
合
資
へ
の
転
貸
に
あ

た
っ
て
は
、
抗
戦
災
級
A
H
員
数

掛
る
ス

0
0
.
h
m門
以
内
〉

V
議
資
創
刊
率

mwN凶
同
市
山
町
一
祉
協
会
保
紙
付
税
災

的
冷
へ
H

年
z
ハ・

L
Hパ
i
セ
ン
ト
以
内

③
A
W
以
外
的
地
九
日

年
七
・
二
以
パ

i
b
h
ン
ト
以
内

甲
融
資
制
剤
悶

品
附
資
実
行
的
H

口
か
ら
川
ヶ
月

以
内

V
地
滑
滋
方
法

幅
制
緩
ま
た
は

M
M
償
還

止
開
設
総
に
つ
い
て
は
、
ト
市
役
所

経
済
駅
前
胤
川
端
部
又
は
府
間
工
会
へ
お

州
制
い
へ
H

せ
下
さ
い
F

、

3
 

ぉh
陀
統
的
問
土
減
反
一
滅
的
摂
理
組
合

事
務
所
で
受
け
付
け
ま
す
。
な

お
、
入
札
ゆ
し
門
誌
み
は
然
科
で

す
uく
は
し
く
は
、
我
綿
子
市
有

波
紋
約
十
市
拍
地
区
画
盤
現
総
会
議

校
時
時
4
9
 

0
州
間
七
…
〈
八
九
)
一
一
・
八
一
ニ
山
出

我
孫
子
市
十
叩
校
一
一
八
一
心
的
三

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

罷イ立

端
情
時
間
車
曹
は
、
火
災
的
少
な
い

入
務
総
を
利
用
し
、
本
割
審
-
山
同

制
制
緩
め
各
隊
が
そ
れ
ぞ
れ
内
情
惜

火
潟
終
金
持
ち
ょ
号
、
あ
ら
申

る
火
災
を
線
総
し
て
消
火
活
動

の
研
究
会
を
ふ
ハ
終
丹
十
六
日
に
行

な
い
ま
し
た
6

こ
れ
辻
火
災
に
よ
る
後
央
制
開

制
聞
を
少
し
で
も
少
な
く
す
る
お

淡
を
約
機
し
市
民
的
綴
待
に
そ

若
湖
国
棒
を
成
功
さ
せ
よ
う

V
間
同
体
の
お
ニ
リ

凶
肉
体
的
受
祢
で
鴻
し
ま
れ
て

い
る
例
代
休
校
大
会
は
、
間
m
初

一
十
一
年
帥
料
品
刊
の
篠
山
民
生
活
が

城
山
叫
に
坑
刊
し
い
叫
吋
、
ま
ず
ス
ポ

l
y
を
縫
ん
に

L
州
明
る
き
を
と

り
も
ど
し
司
泌
氏
内
気
力
を
災

め
よ
う
と
、
当
時
的
ス
ポ

i
ヅ

附
関
係
為
的
呼
び
か
け
に
よ
り
始

め
ら
れ
ま
し
た
G

第
、

M
K会
片
山
宅
綿
判
災
を
免

れ
わ
~
京
協
を
や
心
に
、
大
坂
・

兵
庫
・
録
制
問
穐
点
取
内
成
め
各
府
県

で
行
れ
わ
ま
し
た
が
、
治
的
同
同

会
閉
掛
か
ら
ふ
だ
ん
#
端
的
ま
ま

食
糊
械
を
片
手
に
、
五

F
三
一
れ
七

ト
ト
M

人
的
滋
チ
が
参
加
胤
し
て
行

な
わ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
肘
浪
曲
刊
と
と

も
に
新
し
い

nn
本
絞
殺
に
寄
与

す
べ
く
そ
内
務
一
療
を
絡
み
出

し
た
町
で
す
@

そ
の
後
同
国
体
は
し
坤
年
仙
川
万
袖
付

九
M

開
り
と
な
リ
‘
年
々
そ
の
波

紋
も
災
後
も
党
曹
人
し
、

4
f
H
口約
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と

ー
ヘ
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¥
ふ

¥
邑
号

よ
う
な
附
開
策
的
な
一
大
ス
ポ

i

ヴ
一
な
お
と
し
て
め
ざ
ま
し
い
弘
祐

輔
慨
を
滋
げ
ま
し
と
。

V
箆
体
が
側
出
湘
幾
闇
滑
に
も
た
ら

し
た
も
の

関
体
を
間
開
催
し
た
各
削
附
は
、

関
体
を
機
会
に
ス
ポ

i
ザ
縦
紋

や
淡
路
終
的
総
論
を
促
進
し
、

問
防
災
綾
瀬
酬
の
向
上
を
め
ざ
し
て

出mM民
遂
絡
を
疑
問
し
、
問
自
体
を

戎
坊
さ
せ
て
お
り
ま
す
&

そ
の
成
岡
市
カ
冬
終
的
ス
ポ
ー

ツ
の
汗
足
を
は
と
め
、
然
知
地
・

文
化
的
発
田
肢
を
う
な
が
し
‘
あ

わ
せ
て
閣
総
各
擦
を

P
R
す
る

う
え
で
お
お
い
に
没
だ
ち
ま
し

たV
索
開
民
措
離
脱
献
に
つ
い
て

桑
田
比
遂
動
と
は
、
制
惜
制
問
が
設

分
た
も
の
力
で
ゑ
撚
療
機
を
改

舗
献
し
、
開
明
る
〈
豊
か
な
細
部
生
を

つ
〈
り
あ
げ
る
た
め
、
家
一
段
・

線
級
・
総
務
な
ど
の
羽
常
生
活

を
鴻
ヒ
て
俊
史
的
叫
に
行
な
う
精

神
的
・
具
体
的
問
な
端
的
齢
別
を
総
枕

し
た
も
の
で
す
。

波
数
の
項
目
と
し
て
ぬ
‘
務

総
を
な
く
す
運
動
、
郷
土
を
絞

る
明
暗
品
問
、
ス
ポ
ー
ツ
を
後
し
む

浅
品
別
、
総
い
っ
ぱ
い
遂
致
、
品
開

い
っ
ぱ
い
泌
総
等
が
あ
リ
ま
す
。

国
体
際
的
措
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絡
会
に
‘
こ
れ

ら
の
運
動
を
.
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幹
人
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肉
食

向
上
に
玄
っ
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強
力
に
綴
側
聞
す

る
こ
と
は
、
県
民
意
識
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向
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書
せ
、
作
臨
み
よ
い
鳴
る
い
師
博
之

づ
〈
り
合
同
日
ざ
す
も
め
で
あ
号
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関
体
へ
内
線
終
総
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加
相
内
窓
義
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こ
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に
み
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ま
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よ
う
に
す
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特
村
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火
災
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冬
搬
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な
え
体
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刀
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開
位
カ
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け
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で
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叙会な
緩
和
九
四
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デ

i
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ぜ
、
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学
〈
附
阿
佐
沌
か
ら
水
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お
す
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位
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少
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除
民
明
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多
円
以
汲
水
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存
法

ハ
、
滋
げ
れ
打
〈
れ
た
人
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ど
ん

り
件減税護送霊堂妻子会紳

灘北

ま 態つ

衝
は
匂
古
市
営
住
宅
入
総
翁
内

線
附
慨
を
い
た
し
ま
す
。

今
間
関
叫
伸
機
欠
募
集
寸
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再
で

…
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内
総
砂
市
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約
に
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ぎ
り
ま
す
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V
入
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資
絡

市
内
に
絵
所
が
為
号
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か

っ
一
年
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終
設
し
て
い
る

人
で
税

ι住
宅
に
同
開
ま
?
で

い
る
切
与
と
が
開
明
ら
か
で
あ
る

ル
」
必
需

干
潟
込
蜘
開
閉
問

同
町
和
問
十
八
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月
…
旨

か
ら
七
月
ト
五
円
口
ま
明
、

人
早
川
希
望
的
方
は
色
々
な
線
約

が
あ
り
ま
す
的
で
士
市
役
所
慌
時
酬
明

端
部
ま
℃
お
問
い
合
せ
下
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い
w

物品料開八一一

i
一
一
五
一

市
川
崎
時
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コ
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な
方
法
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晶
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務
す
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、
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求
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よ
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関
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か
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ぬ
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点
、
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務
総
築
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火
+
刀
法

へ
、
鉄
筋
コ
ン
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リ
i
ト
の
場

合
的
消
火
劣
後

議狩

習猟

開
明
和
刊
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十
八
年
附
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ご
付
開
路
線

習
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次
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線
材
剛
、

U
H

判
刊
に
よ

り
間
開
催
い
と
し
ま
宇
治

v
a綾
イ
経
験
考

心
持
e

d

十
二
日
〕
い
ず
れ
か

む
バ
マ
ニ
十
日
)
け

ロ
相
関
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者
山
中
紛
れ
に
は
治
一
つ

て
減
印
刷
す
る
a

V
場一院

イ
経
験
者
家
務
総
支
出
リ
六
時
間

大
会
議
案

ロ
初
心
血
骨
子
葉
県
農
村
青
年

時
間
修
館

V
品寓櫨晴雄
R
抽惜品明

イ
経
験
者
議
滋
有
効
州
刑
問
問
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開
明
和
問
問
十
八
年
で
紛
れ
る
者

で
、
昭
和
問
十
一
一
一
挙
か
ら
関

十
七
年
ま
で
の
、
五
ヶ
年
間

に
…
関
川
以
上
狩
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免
許
肉
交

品
川
を
受
け
た
者

ロ
し
初
心
毅
滞
納
期
脚

J
q
に
談
幾
し
な
い
務

曹
受
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方
議

受
講
単
語
審
及
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端
僻
叩
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潟
(
六
ヶ
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内
に
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し
た
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函
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線
、
上
半
身
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ラ

f
力
制
刊
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給
付
L
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い
、
初
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絞
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関
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家
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添
付
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七
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潔
ま
で
提
出
向
し
て
下
き
い
。

品
開
品
冗
談
申
込
書
及
び
受
誘
惑

は
、
市
役
所
経
済
援
饗
端
部
に

あ

q
ま
す
ε

V
同
耳
鳴
師
字
数
料

イ
経
験
者
線
開
帆
入
絞
総

問問。ハ
v
m門

ロ
判
明
心
考
察
殺
入
経
紙

一一
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開
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経
渋
短
期
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蒸
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鋭
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す
。
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と
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と
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幽
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ゆ
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叡
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懇
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献

に

出

る

こ

と

に

な

り

鐙

も

し

た

仏

典

を

淡

後

考

に

お

さ

め

畿

総

露

顕

態

関

際

機

爆

J
E
一
三
ゑ

一
中
公
開
凶
区
線
市
内
に
品
寸
が
あ
る
付
き
そ
っ
て
品
目
き
ま
し
た
2

釜

を
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縫
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仏
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揖
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が
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叫
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'
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仏
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憶
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仲
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と
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榊
耽
品
酬
の
ダ
イ
ヤ
ル
級

品
川
内
拡
鴨
川
問
は
も
従
来
ど
お
ハ
リ
-

分
ト
山
内
で
切
れ
ま
す
。

A
V
不
明
的
点
、
託
制
相
に
つ
い
て

は
我
孫
子
電
線
後
続
勾
八
一
一

i
-
一
九
札
.
あ
る
い
は
八
八

l
会

A

九
九
一
へ
わ
品
川
附
い
会
わ

せ
〈
だ
さ
い
。

溜
民
年
金
保
険
料
は

納
縮
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融
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司
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付
令
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、

と
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開
明
年
一
汚
か
ら
一
一
月
分

ま
で
の
市
部
臨
時
創
刊
に
つ
い
て
は
、

明
帯
崎
南
老
い
て
七
月
の
耐
脚
真
く
れ
な
ゐ

は
ま
な
寸
や
旅
愁
を
k
ど
む
湖
町
色

村
博
お
に
荒
る
る
山
同
紙
裳
再
鋒

氷
警
暴
ふ
る
タ
総
合
数
愛
し

爽
竹
仲
間
件
前
撃
も
細
部
し
料
相
纂
織
に

幅
制
問
り
を
育
て
て
線
的
曲
師
し
け
。

風
鈴
的
資
め
と
だ
え
で
あ
や
し
か
り

金
魚
す
く
う
子
持
う
し
ろ
よ
り
浜
市
町
儀

対
分
け
て
総
河
童
忌
を
隊
り
い
そ
f

抽腕
H

け
に
俊
坊
市
山
内
品
開
お
と
立
て

臨
民
年
金
保
険
料
の

免
除
出
叩
議
は
じ
丹
市
?

で
す

災
山
告
や
山
料
公
司
あ
る
い
は
炎

業
な
ど
持
た
め
に
食
料
川
が
務
し

く
、
仰
陣
後
斜
を
仙
納
め
ら
れ
な
い
品
時
総
も
受
け
な
い
ま
ま
に
し
て

場
合
は
‘
品
再
開
聞
を
受
け
る
こ
と
お
き
ま
す
主
、
持
来
的
惹
齢
年

が

で

き

ま

す

。

金

は

も

ち

ろ

ん

、

万

一

的

事

故

川
間
十
八
年
俊
分
的
保
険
料
に
的
と
き
で
も
附
聞
東
日
年
金
や
、
鈴

つ
い
て
免
除
を
受
け
た
い
ぢ
は
、
子
第
余
な
ど
が
受
け
ら
れ
な
く

令
月
三
ト
一
日
ま
で
に
中
総
し
な
ゆ
ま
ず
。
間
期
間
均
年
金
持
保
険

て
ド
杏
い
@
ま
た
、
時
昨
年
波
に
制
作
者
約
め
ら
れ
を
い
と
き
は
、

引
き
絞
き
免
他
怖
を
受
け
よ
う
と
必
ず
免
時
怖
を
受
け
て
下
き
い
。

す
る
か
た
も
、
あ
ら
た
め
て
申
免
除
を
教
唆
す
る
だ
は
、
隊

総
し
な
お
し
て
下
き
い
m

鵬
植
を
ご
持
参
師
、
ヲ
え
附
醐
蹴
同
年
金

索
活
が
滋
し
い
か
ら
と
い
っ
係
ま
で
お
い
で
下
さ
い
。

て
、
然
険
料
を
抽
柄
拘
ず
毛
ま
た
免
除
を
浸
け
た
線
合
・
様
子

竹

内

設

ペ

リ

/

¥

)

ノ

ユ

ー

カ

リ

の

並

木

は

し

と

ど

緩

れ

渡

る

安
井
水
泳
終
一
山
内

J

ヘ

一

一

/

サ

ン

フ

ラ

ン

ン

ス

コ

の

衡

の

鮪

刑

務

努

叫

緩

み

務

L
O
¥
弘前一
/
f
乙
超
音
織
を
滋
と
て
問
時
る
鮎
削
山
門
丹
わ
が
子
の
心
畿
は

主

将

子

(

市

場

一

速

く

た

く

ま

し

鈴

木

利

子

総
本
千
代
乃

J
也
〉
一

F~

泰
さ
む
き
小
山
内
な
だ
号
に
鮮
が
り
で
臨
時
き
や
け
し

主

と

し

子

J
九

/

d

¥

J

々

ツ

ネ

ノ

カ

ミ

ソ

リ

苦

望

小

拙

照

的

制

竹

」

て

「

数

一

て

き

パ

キ

と

残

飯

処

穫

す

る

晶

制

緩

繍

附

的

実

妊

の

爪

を

中
将
校
息
子

r

L

/柑
津

守

主

き

石

橋

棚

網

品

格

小

熊

工

業

譲

だ

よ

り

i

L
綴
物
に
気
負
1
て
を

O
L午
す
ぎ
は
ぎ
牡
丹
時

出桝都
W

H

前
後

m

d

均

二

電

色

に

ま

ニ

め

q

G

成
立
い
ね

住
宅
用
地
の
ゆ
品
川
は

八
月
一
一
…
十
一
日

ま

で

に

絞
絞
め
…
部
改
互
い
い
と
も
な

い
、
総
定
安
感
制
怖
が
安
く
寄
り

ま
す
。除名
闘
用
地
(
専
問
問
仲
間
四
也
喰
岬
昨

開
市
住
宅
在
ど
め
伎
宅
が
臨
時
て
ら

れ
て
い
る
土
議
)
の
級
品
特
務
は

ぷ
院
議
用
地
的
中
台
骨
ご
を
在

記
の
と
お
り
同
時
践
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
a

V
由
申
告
義
務
の
あ
る
人

J
1
H
H
分
的

k
柏
崎
に
徐
容
を
法

築
し
て
あ
る
将

〈
災
家
を
含
む
)

ぴ
災
地
に
仲
は
申
信
州
町
時
繍
築
さ
れ

て
い
る
総
主

際
倒
的
役
宅

(
M
m
ゆ信号と出的措制

'
M
W
忽
と
が
総
訴
な
ど
)
め

裕
介
、
品
は
宅
部
分
が
篠
山
時
雨

続
的
州
問
八
万
め
い
み
た
な
い

均
九
げ
に
は
、
中
止
円
す
る
必
制
討

が
み
り
ま
せ
ん
。

V
申
告
の
制
期
限

州
刑
判
刊
附
卜
八
年
八
月
ニ
ト
一

H
H
ま
で
.

軍
由
巾
袋
線
的
記
入
方
法

山中作品仇
H

に
く
わ
し
く
設
か
れ
れ

似
品
開
制
枠
制
制
が
成
時
復
し
て
か
ら
お

ゑ
り
し
て
い
た
だ
〈
こ
と
に
な

り
ま
し
た
何
で
お
知
ら
せ
し
ま

す。
ま
た
、
一
年
間
同
分
内
線
約
を

品
叩
刺
繍
さ
れ
る
絡
会
に
は
、
と
り

あ
え
ず
潤
刊
行
的
保
検
制
付
制
酬
に
よ

り
品
納
付
し
て
い
た
ど
器
、
保
体
用

料
が
汝
訂
削
悲
れ
た
と
き
に
あ
ら

た
め
て
地
盤
績
を
地
的
対
し
て
い
た

だ
〈
こ
と
に
な
り
ま
す
α

問
問
削
昨
年
金
繰

て
い
ま
す
u

わ
か
ら
な
い
点
は
.

府
民
滋
譲
八
二

i
…
一
五
一
角
線

二
二
一
ニ

i
d
一
二
五
へ
お
問
問
い
介

わ
せ
く
だ
さ
い
。

学
校
附
用
務
員
募
集

湖
北
小
学
校
則
務
長
を
も

総
め
ど
お
り
募
終
し
ま
す
o

v
応
募
資
制
惜

①
均
一
一
惑
に
在
住
す
る
も
の

品
W
削唱和
J

八
年
一
一
一
月
以
前
に
設
ま

れ
た
翁
で
、
心
身
と
も
に
総

出
掛
な
者

③
湖
北
小
学
校
綴
務
員
幾
仁
、

仲
開
み
込
み
可
般
で
あ
る
者

V
俗
募
方
法

同
特
凶
服
役
を
持
拳
内
zr
川
、
教
育

委
員
会
に
申
込
ん
で
一
?
き
い
。

V
締
切
守
口
同

酬
明
仰
向
ト
八
年
ト
u
u
付
ト
ド
且
宮

ヰ
持
抑
制
は
、
教
拘
脊
悶
委
H員R
4会消岬学γ拙絞拭

教拘
ηH掛諜尚(屯姐孫的.八八う一一
γγふe8g3iふe§g3ふe§gふe§ふeふ

r五
且
二
へ
お
附
総
附
い
A合
口
せ
〈
ド
ど
~
 

き
い
扮

甲
子
議
銀
行
我
孫
子
中
丸
町
明
か
ら

公
用
車
と
し
て
‘

H
V
ま
わ
り
…
…

号
(
コ

ω
ナ
、
ラ
イ
ト
バ
ン
)

e
A
M
が
寄
酬
明

さ
れ
ま
し
た
a

市
長
公
申
去

に
広
報
車
と

し
て
総
鴎
し

ま
し
た
e

V
同
時
計
仙
捕
さ
ん

〈お庁
d

一!と一

七

i
附

悶

〉

か

ら
‘
敷
布
団
、

着
物
を
い
た

ど
き
ま
し
た
U

テ
ン
ト
設
営

議

潔

小
樽
砂
防
へ
の
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ

に
先
が
け
て
‘
中
テ
ン
ト
的
疋
し

い
設
世
間
と
綴
校
内
仕
方
を
党
え

ま
し
ょ
う
q

V
制
時
琵
七
同
月
八
日
(
ヨ
)

暫
時
限
午
前
九
時
吋
か
ら
ト
一

時
吋
ま
で

干
場
所
中
央
公
民
絞

V
策
縄
問
無
担
杵

市
川
u
.

食
品
的
に
お
肉
り
め
か
た

に
、
俊
樹
柿
し
て
い
た
だ
〈
こ
と

に
L
ま
し
た
。

ノ恥
叫;E.ミ

V
4
世
相
劇
場
「
司
自
由
開

〈
な
お
、

誌

も

議

ま
す
珍
)

年
金
ゃ
、
地
中
品
時
子
単
金
、
そ
れ

に
液
開
高
学
金
に
つ
い
て
は
帥
納
付

淡
み
の
と
き
の
年
金
餓
と
問
問
ヒ

で
す
が
、
務
鈴
年
金
に
つ
い
て

は
、
抽
納
付
済
み
抑
止
義
的
年
金

額
町
三
分
内
?
と
低
師
聞
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
た
め
‘

品
晶
体
怖
を
受
け
た
と
き
辻
‘
的
%

に
ル
忠
治
に
余
絡
が
で
き
た

E
き

に
免
除
を
受
け
た
酬
期
間
の
保
険

料
に
つ
い
て
巡
約
す
る
ニ
と
が

マ
き
ま
す
。
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会
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校
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白
調
子
駅
一
一
雨
ブ

線
一
一
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一
一
品
災

会
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削
減
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叫
統
率
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e
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一
一

守

け

然

…
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主

…

ご

教
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h
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4
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配

泳

野
歩
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一
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水

市

宮

町
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町

市
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i
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a
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ゆ

土
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16 

今
脳
出
は
、
手
賀
氾
的
ほ
と
守

を
、
自
然
に
ぴ
た
リ
な
が
ら
緩

ん
な
と
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う

f

v紛
悶
印
刷
将
校
十
八
年
七
月

十
五
日
(
阿
国
)
小
隠
決
行

V
集
合
時
間
午
約
九
時
吋
三
十

分
軍
集
会
場
所
手
掛
貝
罰
的
公
掴

V

コ
i
ス
エ
「
寅
沼
公
開
期

i
フ

f

y

y
ン
グ
セ
ン
タ
ー

i
問機

鉄
布
役
絞

V
排
出
歩
間
臨
機
約
十
閲
K
M

V
持
ち
物
弁
当
、
水
筒
、
繍

子
、
そ
の
他

つ
ぎ
の
と
お
り
議
叩
閉
会
を
行
な

い
ま
す
。
カ
ナ
ヅ
チ
的
方
H
M
縁

起
し
て
ど
察
知
樹
〈
だ
き
い
。

曹
糊
附
悶
じ
月
十
六
日
、

L
一十

日
(
同
月

j
会
副
輔
自
)

V
帥
吋
筒
午
後
六
時
吋
;
八
時

V
揖
暗
記
間
千
代
川
ω公
蹴
倒
鞘
糊

市
民
プ
ー
ル

V
淡
同
情
宵
附
校
生
以
上
で
カ
ナ

ザ
チ
を
自
認
す
る
務

軍
参
加
費
無
終

V
入
国
問
先
崎
鴨
川
ス
)
名

~
教
育
委
員
会
)

一
機
内
側
潜
哨
‘
州
制
開
内
市
役
所
が
火

災
的
た
め
余
地
胤
L
、
一
戸
籍
mw
榔削

祭
ム
口
組
制
と
注
目
見
茶
本
台
耐
慨
が
地
消

失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ニ
丹

た
め
州
制
出
向
伝
的
山
村
州
慨
を
銭
備
す

る
こ
と
に
な
り
、
災
孫
子
市
仁

ル
は
み
抑
制
崎
市
に
本
桂
刊
を
も
っ
万

丹
市
治
を
受
け
付
け
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
の
や
旬
、
時
猷
点
ー
す
る

い
刀
は
ち
嚇
戦
線
で
も
総
出
隅
で
す
の

で
、
市
回
目
線
(
八
二
)
…
…
ず
か

ザ
・
内
縁
ニ
問
問
一
一
穫
、
叩
一
般
向
付
一

番
、
ま
た
は
潟
認
災
支
所
〈
八

八

)
O八
一
一
八
察
、
州
問
北
支
所

{
八
八
〉
一
…
:
一
番
、
市
住

支
所
〈
八
九
)
二
一
…
一
五
八
時
材
へ

烹
急
連
絡
し
て
く
だ
普
い
窃

〈
市
民
議
)

月

下
水
滋
州
地
環
区
域
内
向
排
水

設
融
問
機
ヱ
に
必
嬰
な
資
絡
を
取

得
す
る
た
め
、
帯
以
伸
明
叫
飢
馳
慨
を
次

の
と
お
り
災
緩
い
た
し
ま
す
o

wv
問
時
七
開
月
一
一
十
四
日
井
然

九
時
吋
か
ら
午
後
間
四
時
ま
で

V
場
所
湖
北
山
口
市
市
学
校

V
品
内
容
千
本
滋
附
関
係
泌
令
お

ょげ
V

糾
純
計
約
片
付

V
榔
民
情
憎
総
帥
明
白
申
し
込
み
揖
見
掛
棺

五
年
以
上
排
水
設
地
欄
ヱ
務

に
従
事
し
た
者
、
ま
た
は
高

等
品
十
時
間
あ
る
い
は
‘
川
旧
制
制
中

小
校
に
お
い
て
策
生
工
学
終

そ
の
他
こ
れ
に
お
当
す
る
や

砕
を
臨
時
的
て
卒
掛
惜
し
た
お

曹
慾
し
込
み
ゆ
刀
法

関
側
総
務
・
‘
写
真
(
ラ
イ
カ

相
判
〉
二
祭
・
受
験
手
数
料
村
千

円
-
印
鑑
持
参
の
上
七
月
十

六
日
ま
明
、
に
下
水
滋
線
へ
お

申
し
込
み
く
が
~
き
い
の

築
造
す
る
場
合
は
滋
絡
線
と
め

官
民
境
界
を
ゆ
市
役
所
繁
期
噛
蒸
で

確
認
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、

m
悶
メ
ー
ト
ル
未
滅
的

中
越
終
で
は
‘
送
時
間
中
心
線
か
ら

4

一
メ
ー
ト
ル
後
退
し
た
蛸
帽
を
鳴門口

阿
械
で
行
な
い
ま
す
の
で
ご
利
用
川

〈
だ
苦
い
。

待
問
問
は
い
す
れ
の
会
場
も
午

務
九
時
吋
一
一
一
十
分
か
ら
十
グ
符
ま

で
と
午
後
一
時
よ
り
三
時
吋
ま
で

寸
す
令臨
時
子
李
総
を
忘
れ
ず
御
持
参

く
だ
さ
い
。

結
核
鰭
嫌
静
献
と
婦
人
が
ん
検
診

て
お
り
ま
す
総
綾

織
燃
4

枠
制
制
を
次
的
日
山
虫
、
汀
な
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
法
的
に
総
務
吋

汁
匂
れ
た
も
的
で
す
の
ず
、
学
校
、

帥
料
開
明
等
で
党
け
て
い
な
い
方
は
必

ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
何
時
に
は
明
人
め
が
λ
検

診
を
行
な
い
ま
す
の
で
え
し
z段
以

上
町
友
め
島
は
、
ぜ
か
お
受
け
ド

惑
い
。
ル
同
日
目
楠
舟
A
M
受
診
面
市
と
一
絡

に
滋
付
い
た
し
ま
し
た
婦
人
約
検

診
惑
に
記
入
の
ふ
も
よ
り
内
会
場

で
受
け
て
く
ど
怒
い
a

な
お
会
場

も
終
〈
、
愉
刑
問
検
出
鯨
的
為
間
世
雑
が

子
制
部
さ
れ
ま
す
め
で
、
下
着
を
簡

単
に
し
て
ス
ト
ソ
キ
ン
グ
苓
は
冬

け
て
く
だ
さ
い
。

(係協関噌時)
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一秒が歩カ官、たったなぜ待てぬ




